
長崎県 幼稚園教諭・保育教諭・保育士としての資質向上に関する指標（令和５年度作成） 

※注釈１ 「子ども」とは、乳幼児を指す。 ※注釈２ 「園」とは、全ての幼児教育・保育施設を指す。 ※注釈３ 「要領・指針」とは、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・
保育要領及び保育所保育指針を指す。   
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第０ステージ 第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ 第４ステージ 

新規採用時 
基礎形成期 向上期 充実期 発展期 

１～３年目 ４～１０年目 １１年目～１５年 １６年目以降 

新規採用職員として、
教育・保育に関する基礎
的な事項を理解してい
る 

組織の一員として教育・保育
を展開し、実践力を磨く 

プレミドルリーダーと
して、組織運営に参画し
たり教育・保育の専門性
を高めたりする 

ミドルリーダーとして組
織運営を推進したり、教育・
保育の高度な実践を展開し
たりする 

 組織のリーダーとし
て、園運営に積極的に参
画したり、人材育成を推
進したりする 

（１） 
保育者に必要な 

素養 

Ａ 
法令遵守・人権尊重の

精神 

法令遵守の精神を身
に付けている人権意識、
人権感覚を身に付けて
いる 

法令遵守の精神を踏まえ、自ら範を示すとともに、幼児理
解に基づき教育・保育を行うことができる人権尊重に基づ
いた子ども理解の上で教育・保育を行う 

法令遵守及び人権尊重の精神を職員に指導すること
ができる 

Ｂ 
対人関係能力 
社会性 

他者とコミュニケー
ションを図りながら、自
らの課題解決に努めて
いる 

自分や学級の子どもの課題
を認識し、管理職・同僚に相談
しながら解決に向けて行動す
ることができる 

園で生じている課題を
把握し、管理職・同僚に相
談しながら解決に向けて
行動することができる 

園全体に関わる課題を把
握し、職員の意見を取りま
とめ、実効策を示すことが
できる 

園内外の課題を把握
し、その課題解決に向け
て、職員に指導助言を
し、改善に努めることが
できる 

Ｃ 
子どもへの愛情、質の
高い教育・保育を行う
保育者としての使命感 

保育者としての使命
を理解し、子どもへの愛
情をもっている 

質の高い教育・保育を行う保
育者としての自覚のもと、子ど
もへの愛情と学び続ける意欲
をもち、組織の一員として行動
することができる 

質の高い教育・保育を
行う保育者としての自覚
のもと、子どもへの愛情
と学び続ける意欲をも
ち、組織を牽引する働き
ができる 

質の高い教育・保育を行う保育者としての自覚のも
と、子どもへの愛情と学び続ける意欲をもち、組織の
意識と行動力を高めることができる 

Ｄ 
長崎県への郷土愛 

ふるさとの特色（地
理、歴史、文化等）を理
解し、愛着をもっている 

地域の特色を理解し、そのよさを子どもに伝えるととも
に、地域のもの、こと、ひとを教育・保育活動に積極的に取
り入れようとすることができる 

地域の特色を理解し、地域人材や施設等の情報を把
握し、教育・保育活動に積極的に取り入れたり、地域
力を生かす教育・保育活動について職員に指導助言し
たりすることができる 

（２） 
園運営 
連携・協働 

Ｅ 
組織運営力 
同僚性・協働性 

 担任の基本的な役割
と職務内容、園組織や園
務分掌等について理解
している 

園の教育及び保育の理念を
理解し、同僚性や協働性を発揮
しながら、教育・保育を展開す
ることができる 

園の教育及び保育の理
念を理解し、同僚性や協
働性を発揮しながら、積
極的に教育・保育を展開
することができる 

組織運営において、同僚
性や協働性を醸成するとと
もに、その実践を評価し、改
善につなげることができる 

組織運営において、同
僚性や協働性を醸成す
るとともに、その実践を
評価して改善につなげ
たり職員に指導助言し
たりすることができる 

F 
保護者・地域・ 

関係機関等との連携力 

 保護者、地域、関係機
関等との連携の必要性
及び協働の仕方、子育て
の支援について理解し
ている 

保護者、地域、関係機関等と積極的に関わり、連携・協働
した対応をすることができ、子育ての支援に努める 

保護者、地域、関係機関等との連携・共同のネット
ワークの確立ができ、子育ての支援における円の体制
構築に努める 

Ｇ 
危機管理能力 

危機管理を含む園に
おける安全の目的と具
体的な取組を理解して
いる 

安全に配慮した保育室環境
等の整備と、危機を察知した際
の迅速な連絡ができる 

 危機を予測した未然防
止の取組と、危機を察知
した際の迅速な連絡がで
きる 

危機を予測した未然防止
の取組と、危機の早期発見、
早期対応の取組を行うこと
ができる 

危機の未然防止のた
めの組織的対応、園環境
の抜本的改善及び危機
の再発防止の取組を推
進することができる 

（３） 
指導計画 

教育・保育実践 

Ｈ 
教育・保育に関する 

知識 

 教育・保育に関する基
礎的知識を身に付けて
いる 

教育・保育に関する知識を高
め、保育実践に生かすことがで
きる 

教育・保育に関する専
門的知識を身に付け、保
育実践に生かすことがで
きる 

教育・保育に関する専門性を高め続けるとともに、
園内の保育の課題について職員に指導助言をすること
ができる 

Ｉ 
教育・保育の構想力 

 要領・指針の内容やカ
リキュラムマネジメン
トの考え方を理解する
とともに、場面に応じた
保育形態や教育・保育の
方法を身に付けている 

 カリキュラムマネジメント
の考え方を理解し、地域の人材
等を活用するなどして、要領・
指針及び子どもの実態に基づ
いて指導計画を作成し、教育・
保育を行うことができる 

カリキュラムマネジメ
ントの考え方を生かし、
地域の人材等を活用する
などして、要領・指針及び
子どもの実態に基づいて
指導計画を作成し、主体
性を育む教育・保育を行
うことができる 

要領・指針及び子どもの
実態に基づき、地域との連
携・協働を図り、小学校教育
との接続等、長期的視野を
もって指導計画を立案し、
実施することができる 

要領・指針及び自園や
地域の特色を生かし、保
育形態や教育・保育の方
法、カリキュラムを見直
し、改善を図ることがで
きる 

 

Ｊ 
教育・保育の 
展開力 

教育・保育の展開に必
要な基礎的スキルを理
解するとともに、適切な
環境を構成する能力を
身に付けている 

 子どもの実態を踏まえ、基礎
的なスキルを向上させるとと
もに、豊かな体験をつくり出す
環境の構成や子どもへの関わ
りができる 

子どもの特性を理解
し、新たな知見や獲得し
たスキルを生かして、豊
かな体験をつくり出す環
境の構成や子どもへの関
わりができる 

子どもの特性を理解し、
新たな知見や獲得したスキ
ルを生かして、豊かな体験
をつくり出す環境の構成や
子どもへの関わりができる
とともに、職員に指導助言
することができる 

 園の課題解決を図る
ための教育・保育の展開
を工夫し、改善に向けて
職員に指導助言するこ
とができる 

（４） 
子ども理解・
クラス経営 

Ｋ 
個別の子どもへの 

対応力 

 子どもの状況を把握
するための基礎的な事
項や園内外の連携も含
めた対応の在り方を理
解している 

 個々の子どもの声や思いを
受け止めて状況を理解し、先輩
職員からの助言を受けながら、
状況に応じた適切な指導や支
援をすることができる 

個々の子どもの声や思
いを受け止めて状況を理
解し、同僚と協力しなが
ら、状況に応じた適切な
指導や支援をすることが
できる 

 個々の子どもの声や思い
を受け止めて状況に応じて
適切な指導や支援をすると
ともに、保護者や他機関と
連携し、支援体制を構築す
ることができる 

指導や支援が必要な
子どもへの対応方針を
立て、保護者や他機関と
連携を図りながら、支援
体制を強化することが
できる 

Ｌ 
保護者支援 

 保護者支援の意義や
理論、必要な基礎的知識
（カウンセリングに関
する基礎的事項を含む）
を理解している 

 保護者支援の基礎的なスキ
ルを身に付けるとともに、保護
者に寄り添い、信頼関係を築く
ことができる 

 保護者支援や日常の観察を通して、子どもの気持ちや
行動の背景を理解することができ、子育てに関する知識
や技術などの専門性を生かし、保護者が子どもの成長に
気付き、子育ての喜びを感じられるように支援すること
ができる  

 望ましい保護者支援
の在り方について、職員
に指導助言をし、園全体
の体制構築に努めるこ
とができる 

Ｍ 
集団作り 

（発達段階に応じて） 

 子どもの発達段階に
応じた集団の在り方を
理解している 

子ども一人一人の実態や集
団（クラス・グループ等）の課
題を捉え、個々の自立を促し、
発達段階に応じた集団づくり
を目指すことができる 

 園全体の子どもの実態
を把握し、より望ましい
集団づくりを組織的に進
めることができる 

 園全体の子どもの実態を把握するとともに、課題に
応じた対応策を提案し、実践することができる 

N 
子どもの将来を 
育む力 

 幼児教育や幼小接続
の意義を理解し、生涯に
わたる人格形成の基礎
を培おうとする意欲を
もっている 

 幼児教育の重要性や幼小接
続の見通しをもって、主体性を
育む教育・保育及び豊かな体験
を仕組むことができる 

幼児教育の重要性や幼
小接続の見通しをもっ
て、主体性を育む教育・保
育及び豊かな体験を深化
させることができる 

 園全体における質の高い
教育・保育や幼小接続を推
進し、主体性を育む教育・保
育及び豊かな体験を企画、
実践することができる 

園全体における質の
高い教育・保育や幼小接
続を推進し、その意義や
方法、評価の在り方等を
職員に浸透させること
ができる 

（５） 
特別支援教育 

Ｏ 
特別な配慮を必要とす
る子どもへの保育力 

 特別支援教育の意義
や発達障害等について
基礎的な事項を理解し
ている 

 発達障害等の障害特性や対
応方法について理解し、個々の
障害に対する適切な対応を行
うことができる 

 個々の障害に応じて適
切に対応するとともに、
特別支援教育の理念や意
義を全体の教育・保育に
反映させることができる 

 保護者や関係機関等と連
携し、個別の対応を充実さ
せたり、園の特別支援教育
体制を構築したりすること
ができる 

 個別の対応について
職員に指導助言したり、
中核となって特別支援
教育体制を強化したり
することができる 

（６） 
ＩＣＴの利活用 

P 
園務や保育にＩＣＴを
利活用する力 

 教育・保育及び園務に
おけるＩＣＴ利活用の
目的やその方法と効果
について理解している 

教育・保育及び園務における
ＩＣＴの適切な利活用ができ
る 

 教育・保育及び園務に
おけるＩＣＴの適切な利
活用ができ、園務全体の
効率化と教育・保育の質
の改善につなげることが
できる 

 教育・保育及び園務にお
けるＩＣＴの効果的な利活
用ができ、園務全体の効率
化と教育・保育の質の改善
につなげることができる 

 教育・保育及び園務に
おけるＩＣＴの効果的
な利活用ができ、組織全
体で園務の情報化を推
進することができる 


